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ごあいさつ 

前橋市では、平成 30 年（2018）に第七次前橋市総合計画を策定し、まち
づくりの基本理念となるビジョンを「めぶく。～良いものが育つまち
（Where good things grow.）～」と定め、将来都市像である「新しい価値
の創造都市・前橋」の実現に向けてさまざまな取り組みを進めているとこ
ろです。この将来都市像は、先人たちが長きにわたって育んできた本市な
らではの地域特性を受け継ぐのみならず、さらに磨きあげ、新たな価値を
生み出しながら、将来の世代に「未来への襷

たすき
」として繋いでいくことを意

味しています。そうした襷となる要素の一つが、本市が歩んできた「歴史」
であると考えています。 

本市の玄関口である JR 前橋駅から北に続く道路は、戦後復興に際してけやきが植樹されたことに由来
して「けやき並木通り」と呼ばれ、群馬県庁へと至るメインストリートとなっています。沿道には、都市
的な高層ビルが連なる中に、城下町の時代に由来する遺構や、製糸業最盛期の頃に建設されたレンガ造
の建造物が散見され、けやきが生み出す緑陰

りょくいん
と調和した美しい風景を見ることができます。さらに歩み

を進めると、豊富な水量を湛
たた
える「広瀬川」にたどり着きます。川沿いは、緑豊かな柳や桜に彩られ、木々

の間には萩原
はぎわら

朔太郎
さくたろう

の銅像や詩碑
し ひ

が点在し、本市のキャッチフレーズである「水と緑と詩
うた
のまち」の原風

景と称される景色が広がっています。これらの都市景観が形成された背景には、幾多の紆余曲折を経な
がら、いつの時代も誇り高くあろうとした前橋人の気質と、官民が手を取り合ってまちづくりにまい進
してきた歴史があり、それが「前橋らしさ」の源泉となっているのです。 

本計画書では、そうした「前橋らしさ」を形成している地域固有の風情や情緒、文化的な趣を「歴史的
風致」として整理し、それらを維持向上するために必要な考え方や方向性、具体的な取り組みを掲載して
います。向こう 10 年にわたって、今ある「前橋らしさ」を維持するとともに、「ＳＤＧｓ」や「ウォーカ
ブル推進都市」、「官民共創」といったまちづくりの新たな潮流を取り込みながら、歴史を拠り所にした新
しい価値の創造を目指してまいります。 

 結びに、本計画の策定にあたり、シンポジウムや地域説明会、パブリックコメントを通じてご意見をお
寄せいただきました市民の皆様、策定にご尽力いただきました前橋市歴史的風致維持向上協議会の委員
の皆様、貴重なアドバイスを賜りました各種審議会・団体の皆様に心から敬意と感謝を申し上げ、ごあい
さつといたします。 

令和４年12月 

前橋市長 
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１ 計画策定の背景と目的 

 「汝
なんじ

に関東の華をとらす」。現代の暮らしへとつながる前橋の歴史は、初代藩主となる酒
さか
井
い
重
しげ
忠
ただ
が徳川

家康から賜ったとされる、この言葉から始まった。 
 当初、３万石の小藩であった前橋は、やがて関東有数の 17 万石へと躍進し、「関東の華」にふさわし
い繁栄を誇った。ところが、度重なる利根川の氾濫によって前橋城が崩落。川越への移城により前橋城は
取り壊され、藩主不在の分領時代が長く続き、城下町は荒れ果てていった。その危機に立ち向かったの
が、生

き
糸
いと
商
しょう

を中心とする前橋の領民たちだった。彼らは、廃城の屈辱を復興への原動力に変え、幕末に
はついに前橋藩の再興を果たし、明治に入ってからは官民を挙げた県庁誘致活動により「県都」の栄誉を
得て、製糸業の隆盛とともに「生

い
糸
と
のまち」として歩んでいくこととなる。その後、世界は深刻な経済恐

慌を皮切りに戦争の時代に突入し、前橋も空襲によって市街地の八割が焼け野原となるが、官民が力を
結集して全国に先駆けて復興を完了すると、町村合併により市域を拡げ、高度成長の時代の中で発展を
続けた。 
 このように時代を大局的に眺めると、前橋はいくつもの危機を「官民連携」によって乗り越えてきたこ
とが分かる。そして、それをなし得た原動力には、「『関東の華』『県都』としての高い誇り」と、誇りを
取り戻そうとする「復興への心意気」があり、背景にはいつも「生

き
糸
いと
」の存在があった。 

 近代以降、前橋は群馬の政治・経済・文化を牽
けん
引
いん
する中心的な役割を果たし、市民の多くが「生糸のま

ち」であった歴史を認識し、県都であることに誇りを感じていた。しかし、わが国全体が低成長の時代に
入ると、前橋でも活力低下の傾向がみられるようになり、「県都の誇り」の意識も低下していった。そし
て、人々の生活様式や価値観が多様化する現在、少子高齢化の加速も相まって、県都のさらなる求心力低
下が懸念されている。 
 これまでの歴史に照らし合わせて考えると、現在は、藩主不在、廃藩置県、昭和恐慌、前橋空襲に続く
「第五の危機」にあるといえる。こうした時代であるからこそ、かつて前橋がいかにその誇りを保ち、復
興を果たしてきたのか、歴史に学ぶことの意義は大きい。また昨今、政府は地方創生による地域活力の向
上を要請している。地方創生には、持続可能な「成長戦略」とともに、都市の個性を伸長する「成熟戦略」
が必要である。都市の成熟とは、都市の質感を高めること。そして都市の質感は、その都市で暮らす人々
をつなぐ、誰もが共有できる価値である歴史や文化に象徴される。 
 前橋は、誇るべき豊かな歴史とさまざまな文化を有している。しかし、知名度の高い歴史的資源が数多
くあるわけではない。それは、城下町の荒廃や前橋空襲による焼失が大きな要因であるのは事実だが、む
しろ、現代における都市化政策の結果でもある。その分、そうした困難を潜り抜けて今なお残る歴史的資
源には、前橋の歴史を物語る特徴的なものが多く、都市の質感を形成するうえで極めて大切であるが、手
立てなしでは、これらもいずれ失われていくことになる。 
 
 
 
 
 
  

写真提供：宮内庁書陵部 
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写真提供：宮内庁書陵部
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利根川の浸食により前橋城が崩落 廃藩置県により都市消滅の危機

写真提供：宮内庁書陵部 写真提供：上毛新聞社

空襲により市街地の8割が焼失利根川の浸食により前橋

第一の危機
廃藩置県により都市消滅の危機

第二の危機 第四の危機第三の危機
昭和恐慌により製糸業が壊滅

現在

・中心市街地の空洞化
・少子高齢化の進展
・都市間競争の激化
・世界的感染症の拡大etc…

第五の危機

序
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市では、昭和 38 1963 に文化 保 を めて以 、長らく文化 の保存と活 に取り み、
成 11 1999 には文化政策の を創 し、歴史 や文化 興にも 力してきた。ところが当時

は、 や再 発、 な 、いわ る都市 まち くり と歴史文化 政との には
の 感があり、そのことが歴史的資源を なう 因となっていた。

そうした中、 成 20 2008 に「地域における歴史的 致の 持 向上に関する 成 20
第 40 ・ 歴史まち くり 」 以下、歴まち が された。この は、歴史的な街

みと 体となって、 、 、たたずまいのある な市街地の を 持・向上させ、後世に
させていくために されたもので、歴史まち くりを進める 治体が「歴史的 致 持向上 以
下、歴まち 」を 成し、これを国が認 することで、 資 合 における 事業
による や 上の特 置といった、重 的な を けることができる みである。中でも、歴
まち については、 当 治体における歴史的 致を明らかにすること、 重 的に 持向上を
るべき 域 重 域を めること、 上の 取 は重 域のみならず 治体全体の活性化に
つながるものであることが求められている。つまり、歴まち の策 は、まち くりにおける歴史的資
源の 置 けを明 化するものであるとともに、 市においては、歴史文化を地域活性化の
として活 する を すことにつながるものであると えた。
歴まち の を け、 市では 成 25 2013 に「歴史文化 の活 」を主 とする取り み

を 始、全国に誇りうる歴史文化 の発 とその活 方 の を じて歴史まち くりへの
を 始した。 方、 市のまち くりの動向をみると、 成 28 2016 の前橋 「めぶく。」

の発 を皮切りに、 業経 で 成するまち くり 体の発 や、民 体が主力となって策 した
まち くりの 「 」、官民が共有するまち くりの 「前橋市

」の策 な 、民主 による大きなう りが 動し始めていた。特に、 が げ
る方 の つである「 」には、 大 活 すべき地域 有の資源として、歴史的
物や 業 、 文化な が されており、民 主 のまち くりにおいても歴史文化が重要 さ
れていることが明らかであった。
こうした動きと を合わせるかのように、 成 30 2018 に明治 を象徴する 物群で

ある
りんこうかく

が、 和 2019 に大 の 家 である
しお
原
ら
家
け じ うたく

が相 いで国の重要文化 に
された。このことは、 市が歴まち 第 第 第 に める重 域における国 文化

の存在要 を たしたことを意 するとともに、生糸や といった歴史特性を生かしたまち くりへ
の 感を 成し、 市が 的に歴史まち くりに取り む明 な動機となり、根 となったのであ
る。
そこで、 市の誇りある歴史を し、後世へ語り ぐのみならず、歴史上の「第五の危機」を乗り越

え、質感の高い都市を実現するため、歴史文化を生かしたまち くりの 体策として、歴まち 以下、
を策 することとした。今後、 に き、 市が誇る歴史的 致の 持 向上を り、

「前橋らしい歴史性」が感じられる街 み形成を進めていく。
近代 明

れいめい き
、当時のまち くりを えたのは、後に「前橋

に じ う
五人

にんし う
」と れる領民たちであった。

現在、 市には「 和の 五人 」と しても 言ではない高い民力がある。県都の誇りを に、これ
まで 市の歴史的危機を 度も ってきた「官民連携」の心意気が発 されれ 、 市は再 活力を取り
戻し、「 和復興」を果たすことができるだろう。歴史がそれを けている。

8

計画の

は、 市の 上 である「第 前橋市 合 」における 都市 「 しい価値の創
都市」の実現に する手 の つとして めるものであり、 による やその のまち くり

との 合に 意しながら策 した。
また、 体的 策の立 に しては、民 体が策 したまち くりの 「
」 に官民共有のまち くりの である「前橋市 」を 体化することを念
に置いて 業を進めた。

計画の

は、 和 2023 度から 和 14 2032 度までの 10 を とする。
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計画の策定

歴史まち くりの となる取り み
市では、 成 20 2008 の歴まち の成立を け、 的な歴まち の策 に向けた

として、「歴史文化 の活 」を主 とする取り みから始めることとし、全国に誇りうる歴史文化
の発 とその活 方 の に 手した。

第 歴史文化 活
  置 成 25 度 2013 成 26 度 2014

成 歴史 の 家、学識経 、有識 、文化人 の 45 名
活動 全 による「全体 」の か、「 ・ 」・「 家」・

「 ・ 」な 、 市と関りの深い歴史的 に 10
の (PT)で 。この か、必要に じて史

や な も った。
言 成 27 2015 ３ に前橋市長に 言 を 。「前橋を象

徴する歴史空 の創 」と「歴史文化 を とする都市 」
を主要 に 16 を 言。

第 歴史文化 活 言 「歴史都市まえ し 」

10

第 歴史文化 活
  置 成 27 度 2015 成 28 度 2016

成 市 21 地 の地域 くり ・生 学 ・前橋
学市民学 ら 70 名

活動 地 に PT を結成し、市 の「 で 初・ ・ 」に
当する歴史文化 の り こし 歴史文化

や の学 な を実 した。
言 成 29 2017 ３ に前橋市長に 言 を 。「歴史空

をつないだ『歴史 化』」と「歴史と文化に立 した『前橋学』
の創 」を主要 に 13 を 言。

第 歴史文化 活 言 「まえ し歴史空 」

前橋学市民学
  置 成 26 2014

認 要 市主 の 成 度あたり 15 をすべて した
     和３ 2021 現在、 295 名を認 認 と
活動 認 された市民学 は、市からの要請に じて歴史文化 に関する や

の 、歴史観 の として 力する。
     和３ 2021 現在、 ・ の として べ 1161 名、歴史観

の として べ 318 名が活動している。
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歴まち 策 方
歴史文化 の活 を主 とする取り みを進める中で、 市には全国に誇りうる歴史文化 が存

在し、それらを活 することがこれからのまち くりに有 であることや、市民学 による 活
動実 な から、市 からの誘 にもつながることが明らかとなった。
また、 成 30 2018 から 和 2019 にかけて した「歴史まち くり 」や

「庁 」を じ、 市で歴史まち くりを進めることの意義や可能性が く共有されたことを
け、 和 2020 から 市の事 分 に「歴史まち くり」が 式に 加されることとなった。
その に めた「歴まち 策 方 」は、以下のとおりである。

の策 進は、歴史まち くり の に り、まち くり・文化 興・文化 保 に
関わる全ての が連携・ 力して進める。

歴史的 致の ・歴史的 致 持向上 以下、 の立 ・歴史的 致形成
物の は、これまでの歴史文化 活 の取り み H25 を に する。

特に、歴史的 致の に しては、市 の文化 ・歴史的資源を しつつ、 市の歴史を象
徴する を に 成するとともに、学 的な けを 保しながら 業を進める。

重 域の は、 数の歴史的 致が重なり合い、 によるまち くりへの 果が
高い を とする。

の立 に しては、 による 存の との 合に 意するとともに、 ま
たは が されている 共 との 合化を する。

その の 体策としては、景観 に く景観誘 ・ 置や、 たな文化 、歴史的
致を活かした観 興・ い手 成 、持続的な歴史まち くりに資する取り みを する。

前橋の歴史を象徴する

12

計画の策定

は、庁 である「歴史まち くり 進 」と、 第 11 の に く「歴史的 致
持向上 」を として 業を進め、 による市民 加を経て策 した。

歴史まち くり 進
分 ・役
長 都市 長
長 都市 都市 長

創      政策 進 長、 政策 長
       政 長、資 経 長

市民        生活 長、大 長
文化 観 文化国 長、観 政策 長
業経済      に わい商業 長

都市      長、市街地 長
       長、 長、 地 長、 事 長

事 局  文化 保 長、生 学 長
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都市計画審議会
景観審議会

文化財調査委員会議

歴史まちづくり推進委員会（庁内組織）

都市計画課　景観・歴史まちづくり係（事務局）
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歴史的 致 持向上

分    名   

学識

後    治 学 大学 事長

手    群馬地域学 代 事

   隆 群馬県文化 保 長

村 前橋市文化 長

関 民 体

大 隆 前橋市 業 合 代 事 合長
前橋商
有 代 取 役 長

橋    R2
下    伸 R3

都市再生 進 人
前橋 事 局長

   和 特 街・ ・文化再生集 事長

市民代 野 中 和 R2
隆 R3

前橋市 治 連合 長、大手町 治 長
井地 代 事、 町 治 長

政機関

前橋市文化 観 長

前橋市都市 長

前橋市 事 局 長

長、 長

分   

関 民 体 前橋商

政機関

国 関東地方 局 高 川国 事

群馬県 地域創生 文化 保

群馬県 県 都市 まち くり

14

計画策定の

成 25 第 歴史文化 活 発
成 26 文化国 に歴史文化 活 を 置
成 27 ３ 第 歴史文化 活 から 言 の 第 言

第 歴史文化 活 発
成 29 ３ 第 歴史文化 活 から 言 の 第 言
成 30 11 第 歴史まち くり 群馬
和 第 歴史まち くり庁

第 歴史まち くり庁
11 第 歴史まち くり 学 まえ し

和 都市 に景観・歴史まち くり を 置
前橋市 長・ 代 へ 策 方 の 明
第 歴史まち くり 進 ・WG
第３ 歴史まち くり 前橋 気 ・民 との共

11 第 歴史的 致 持向上
12 第 歴史まち くり 進 ・WG

和３ 第３ 歴史まち くり 進 ・WG
  第 歴史的 致 持向上

役への経 ・関 長
  第３ 歴史的 致 持向上
  10 前橋市 への経
  12 第 歴史的 致 持向上
和 第 歴史まち くり 進 ・WG

３ 市民向け歴史まち くり 策 中
第 歴史的 致 持向上
前橋市 への経
庁 での
前橋市歴史的 致 持向上 に する の 集
市民向け歴史まち くり 策
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年　月 会　議　等

平成25年８月 第１期歴史文化遺産活用委員会発足

平成26年４月 文化国際課内に歴史文化遺産活用室を設置

平成27年３月 第１期歴史文化遺産活用委員会から提言書の提出（第１期提言書）

　 〃 　８月 第２期歴史文化遺産活用委員会発足

平成29年３月 第２期歴史文化遺産活用委員会から提言書の提出（第２期提言書）

平成30年11月 第１回歴史まちづくりシンポジウム（＠群馬会館）

令和元年７月 第１回歴史まちづくり庁内勉強会

　 〃 　９月 第２回歴史まちづくり庁内勉強会

　 〃 　11月 第２回歴史まちづくりシンポジウム（＠昌賢学園まえばしホール）

令和２年４月 都市計画課内に景観・歴史まちづくり係を設置

　 〃 　５月 前橋市議会（議長・各派代表者）へ計画策定方針の説明

　 〃 　７月 第１回歴史まちづくり推進委員会・WG（ワーキンググループ）

　 〃 　９月 第３回歴史まちづくりシンポジウム（＠前橋プラザ元気21・民間との共催）

　 〃 　11月 第１回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　12月 第２回歴史まちづくり推進委員会・WG

令和３年５月 第３回歴史まちづくり推進委員会・WG

　 〃 　６月 第２回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　８月 三役への経過報告・関係部課長会議

　 〃 　９月 第３回歴史的風致維持向上協議会

　　〃　 10月 前橋市議会（建設水道常任委員会）への経過報告

　　〃　 12月 第４回歴史的風致維持向上協議会

令和４年２月 第４回歴史まちづくり推進委員会・WG

　 〃 　３月 第５回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　４月 前橋市議会（建設水道常任委員会）への経過報告

　 〃 　５月 庁議での報告
前橋市都市計画審議会（意見聴取）

　 〃 　６月 前橋市景観審議会（意見聴取）
前橋市歴史的風致維持向上計画案に対するパブリックコメントの募集
第６回歴史的風致維持向上協議会（書面開催）

　 〃 　７月 前橋市文化財調査委員会議（意見聴取）
市民向け歴史まちづくり計画策定状況報告会（＠臨江閣）

　 〃 　８月 第７回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　12月 第５回歴史まちづくり推進委員会・WG
前橋市歴史的風致維持向上計画の認定
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